
　　　　

令和 6 年 11 月 18 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・障害のある子どもの親の就労支援、医療ケアのある子どもの支援に特化した法人であること。
・自分でできることが増える、自分の意思を伝える（自分なりの手段で）ための支援、安心安全な生活の提供の実現を理念とする。

事業所名
児童発達支援/放課後等デイサービス

あおっこ
作成日支援プログラム

・集団や活動の中で、適切な行動を習得
・見通しをもって過ごす（スケジュールの可視化）

・挨拶（「おはようございます」「いただきます」「ごちそうさま」「さようなら」「こんにちは」）
・当番活動
・身振り、指さし、サイン　　　・２語文、３語文

・始まりの会、終わりの会への参加、当番活動（呼名）
・リトミック

支援方針
・先を見据え、自分でできる事が増えるような支援の実施。
・心身共に健康で過ごせるようパラスポーツ、活動を提供する。また、達成感を感じ自信を持って様々な事に意欲的に取り組もうとする力を育む。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等 夏の水遊び（7～8月）、ハロウィン（10月）、和音祭り（11月）、クリスマス会（12月）、卒業式（3月）

家族支援

・保護者会の実施（年1回）
・面談（年2回）/相談受付（随時）
・就労支援（早朝、延長預かり）

移行支援
・連絡帳の活用
・送迎時に、学校やご家族等との連携を図る
・移行先との調整

地域支援・地域連携
・相談支援事業所との連携
・学校や併用利用先との情報共有

職員の質の向上
・定期的な療育会議、職員会議
・事業所内研修
・外部研修

支　援　内　容

・食事（昼食、おやつ）、排泄、着脱、身だしなみの整え方
・準備/片付け
・検温時における健康チェック

・散歩、公園遊び、トランポリン、サーキット（平均台・バランスストーン）、ボルダリング
・製作活動（はる、かく、やぶく、つかむ、ひっぱる）
・感覚遊び（寒天、氷、シャボン玉）

本
人
支
援


